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ホーゾーン「美の芸術家」にみる
時間の歴史

竹野富美子

ナサニエル・ホーソーン（Nathaniel Hawthorne, 1804-64）はその作品

のモチーフの 1 っとして，時間というものに着目していた作家として，従

来多くの批評家に分析されてきた。例えば George Poulet は『人間的時間

の研究』において，ホーソーンの時間観について数頁を割き，ホーソーン

にとって現在とは単に経過して行く瞬間に過ぎず，過去こそが全てを決定

していくものなのだとまとめ，また Ursula Bloom は彼の時間観にタイポ

ロジー的枠組みを見いだしている（九

だが，これらの時間論的アフ。ローチからひとつの点が看過されているの

ではないだろうか。ホーソーンの生きた19世紀の北部アメリカでは，産業

革命によって人々の生活は大きく変化し，それに伴って人々の時間意識も

変わったことは近年の研究によって明らかにされつつある。本論の目的は

この歴史的背景をもとに，「美の芸術家」“The Artist of the Beautiful" 

(1844）を検討することによって，ホーソーンの時間概念に新しい側面を見

いだすことにある。特にこの物語は，現実的な人々の無理解にあいながら

も，孤高の内に芸術に身を捧げる芸術家の物語として理解されているが，

これまでその結末の唆昧きのために様々な評価を呼んでいる。本稿では登

場人物たちの時間認識の違いに着目することで，この物語においてホーソ

ーンが，彼が生きた19世紀半ばという時代に起きていた，自然や神に支配

されていた時間が産業の時間に置き換えられていくという状況への，彼な

りの見解を提示しているということを分析して行きたいと思う。

産業革命以前の社会では時間は自然が，ひいては神が支配するものであ

(88) 



った。そこでの時間の流れは，収穫の時期や牝羊の出産の時期といった，

そこで「果たすべき仕事j の暦に符合する時間であった。フランスの歴史

家 Jacques Le Goff が中世のヨーロッパについて描写したように，「労働時

間は農業のリズムによって支配された経済の時間であった。それは急ぐこ

ともなく，正確さに無頓着で，生産性など念頭になかったj というような

時間といえよう（2）。しかし産業革命がおき労働の場が工場に移ると，時間は

自然二神の支配を離れ，商品化された同質の単位が連なった，計測可能な

量へと変化した。補足すると，イギリスの経済史学者 Edward P. Thompｭ

son は，工場労働に代表される資本主義的経済体制においては，時間も

“currency”通貨となり，客観的に測ることのできる量へと変化したと指摘

している問。大衆市場の発展，過去の遺産の欠知などを原因に合衆国におい

ては，このような時間の変化は欧州諸国よりも急速に浸透している（4）。 1840

年代の北米においては，時計を無視した労働形態に親しんで来た労働者た

ちの多くが，時計を目の前に掲げた工場へと組みこまれていった。工場主

は，当時の習慣であった自由裁量の就業形態を改めて，正確な始業時間を

刻む時計を工場に掛け，始業の五分前に工場の門を閉ざしたばかりか，遅

れてきた者からは課金をも徴収して，時計どおりの規則的就業形態をもち

こんだが，このことはこうした変化を端的に表すものであった。工場主の

中には時計に細工をして，時間の引き伸ばしを図る者もあったが，それに

気づいた労働者が，労働争議において，時計の刻む時間の長短を争点とし

たことなどは，時計が工場労働の象徴的存在になったことのあらわれとい

えよう（へまた，時代が進んで、1880年から 1900年にかけて大量生産システム

の始祖フレデリック・テイラーがストップ・ウォッチをもって工場のライ

ンの作業にかかる時間を計り，時間を尺度とした効率化運動を展開したが，

これは19世紀末までには秒単位にまで時間の量的それへの転化が進展して

いったことを象徴している。

ジャクソン時代は他方で，時計が大量生産され，経営者ばかりか労働者

階級にも普及した時代だった。 Lewis Mumford は「蒸気機関ではなく，時

計こそが現代の産業化時代の鍵となる機械なのだ」と評している問。確か
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に，機械仕掛けの時計は13世紀のヨーロッパにはすでに存在していたが，

それらは時間を測るための実用に供するものというよりは，神や国王の超

越的権威を示す，装飾を施した者修品であり，象徴的用途をもつものだっ

た。しかし，産業革命による工場制機械制大工業の導入ならびに鉄道など

の公共交通手段体系の導入により，効率性や時聞の正確きが社会規範とな

り，個別の地域共同体にのみ共有されたパナキュラーな時間ではなく少な

くとも国民的社会に通用する，より普遍的な時間への社会的要請が高まり，

時計は必需品となり，個人用の安い時計が労働者階級にも普及していった。

すでに 1807年にはイーライ・テリーが置き時計の工場に，効率重視の生産

システムを導入して時計の大量生産を始め， 1838年にはチョーンセイ・ジ

エロームが，米国の消費者向けに置き時計の大量生産を開始，その成果と

して， 1842年にはイギリスへ一台1 ドル40セントで本格輸出を開始したが，

これは当時では考えられないほどの安値であった。それから40年後の1881

年，精神科医 George Beard は，その著作『アメリカ人の神経失調』にお

いて，アメリカ人の精神的疾病の原因の一部は時計の正確きの向上と，腕

時計の普及によるものだと主張している（7）。

アメリカでの時計の普及はアメリカ・ルネッサンスの作家たちにも影響

を及ぼしている。例えばメルヴイル（1819-91）は『ピエール』（1852）に

おいて，精密時計によってもたらきれた普遍的，標準的なグリニッジ標準

時間を神の真理になぞらえる一方で、，地域に固有の時間を人聞の知恵にな

ぞらえている。また Samuel Macey は，ソロウ（1817-62）が『ウオール

デンj (1854）において，その信条として時計の時間に支配きれている生活

に異議を唱えながらも，他方で，人間や自然の描写の手立てとして時計に

よるメタファーを多用していることに着目している（8）。

ホーソーンもまた，時計に関心を示していた。彼は “The Haunted 

Mind”（1835）において，真夜中にふと目が覚めまた夢の続きを見るとい

う，半分覚醒し半分眠っている状態を描いているが，この幻想的眠りの世

界から語り手を現実世界に引き戻すのは，教会の時を刻む鐘の音である（9）。

時計の時代に乗り遅れた時計師を主人公とする「美の芸術家j も，このよ

(90) 



うな時代風潮から，いわゆる芸術家的職人のメンタリティーの描写，郷捻

にとどまらず， 19世紀半ばから近代に至る時間概念の変容，新旧の時間概

念の対立，矛盾そして止揚のプロセスを描いたものと推察できるのだ。

II 

「美の芸術家J は，主人公の時計師オーエン・ウォーランドが，元親方の

ピーター・ホーヴェンデンや町の人々の葛藤を通して，機械の精神化，美

の具現化を試みょっとする姿を描いた物語である。オーエンは試行錯誤の

末，美しい機械の蝶の製作に成功し，ピーター・ホーヴェンデンの娘で幼

なじみのアニーに結婚祝いとして贈る。この機械の蝶はまるで生きている

かのように，指にとまっては飛朔し，アニーやその夫の鍛冶屋，ロパート・

ダンフォースを驚かすが，最後にアニーの赤ん坊がそれを捕まえ，粉々に

壊してしまう。しかし， 5年の月日をかけたこの労作が壊されても，オーエ

ンはそれを静かに受け入れていたのだった。では，彼の作った機構の美は

自然の力の前に，もろくも崩壊したのだろうか。

「美の芸術家」の物語はピーター・ホーヴェンデン親方と弟子のオーエ

ン・ウォーランドの時間概念の相違と対立によって始まる。すなわち年老

いた親方ピーター・ホーヴェンデンは弟子オーエン・ウォーランドが世間

の時間（いわゆる量的時間）に無頓着なのを嘆き，一方オーエンの店の張

り出し窓では商品の時計は通りに背を向け「まるで通行人に今何時かを告

げるのを渋っているかのようである J (447）と描かれている（10）。時計師と

してオーエンの師であるピーター・ホーヴ、エンデンは時間の正確きという

信条を何よりも大切にじ，時間的に規則正しい生活に安らぎを感じている。

したがって，オーエンの“irregular genius，，「特異な才能J (448）という

ものに，ピーター・ホーヴェンデンは眉をひそめ，こうした「特異き J は

商売に何の役にもたたず，結局「店の最高の時計のいくつかを狂わせてし

まっただけだ」と愚痴をこぽすのだった。 19世紀の社会体制に順応してい

くピーター・ホーヴェンデンは，製作した時計の刻む時間の検査，品質管

理に興味を示さず，機械の構造美のみに執着しよ 7 とするオーエンの態度
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を理解できない。せわしく流れる量的時間に生きる町の時計を修理し，製

造してきた元時計師にとって時間の正確きを支援し，きらに創り出して，

普遍の時間にシンクロナイズさせることが「時計師の仕事の偉大な目的で

ある J (451）のだ。彼がオーエンの特異な才能を呪うとき，普遍的時間の

化身と化した彼のレトリックは時間のイメージに満ち満ちている。“He

would turn the sun out of its orbit, and derange the whole course of 

time, if, as I said before, his ingenuity could grasp anything bigger than 

a child’s toy!”(emphasis added) (448) . 町の時間を監視（watch）す

べき時計師として，さらに肉体的にも「視力がおちてしまった」（449）老

人として，彼はこの作品の中で新しい時間の体制に無批判に従っている「盲

目の時の翁」“old blind Father Time" (451）そのものとなってしまう。

この作品において，オーエンと対立する町の人々も時間を意識し，その

正確さを尊重している。「生真面目で実際的な類いの人々」と称きれる町の

人々は，「時間とは軽々しく扱うものではないJ (451）という考えをもって

おり，規則正しく時を告げる教会の鐘の音によって，安逸な市民生活を送

っていると確信している。すなわち，教会の時計に導かれて株式市場は正

常に動き，夕食はとられ，医療が行われる。つまり，この町は時間を正確

に告げる教会の時計の鐘の音によって支配きれているのだ。

時間と規範を尊重する町の人々は，オーエンの美の追求行為を「怠惰J

であるとして糾弾し，彼を「森や野原をさまよって，太陽の光をむだにし

ている」（457）罪深い人間として非難する。オーエン自身，普通の人間へ

と「幸運な変身j をとげるときには，かつての野望をもっていた日々を「怠

惰で夢みがちな日々 J (664）だったと回想している。フランクリンの再解

釈を試みたドイツの経済学者 Max Weber は，プロテスタンテイズムにと

って，時間の浪費もしくは無駄にされた時間は，神の栄光を賛美する労働

のための時間の損失を意味し，時計はまず神の摂理を讃えるための象徴の

役割を果たしていたと指摘している（11）。時間の正確きを尊重し，時間をむ

だにせずに自分の天職に励むよう，オーエンを諭す元時計師ピーター・ホ

ーヴpェンデンは，マックス・ヴェーパーが描くところのピューリタンの姿

(92) 



そのものであり，ホーソーンの短編「優しい少年j や『緋文字』に登場す

る非寛容な清教徒のイメージとも重なる。しかし前述したように， 19世紀

のアメリカ人にとっては時間の尊重とは，こうした宗教的倫理というより

は，実際のところ世俗的利益の追求の方便となっている。つまり，宗教的

倫理であったはずの「時間の尊重J という徳目は，この時代には利益の追

求と読み替えられているのだ。同様にピーター・ホーヴnエンデンの時間に

対する考え方は，宗教的徳目であると同時に，時間を商品と認識し始めて

いたジャクソン時代の北部アメリカ人のそれと考えることもできる。例え

ばピーターは貧乏を嫌い（499），産業革命時代の申し子ともいえるロパー

ト・ダンフォースを称賛するとき，彼の価値観を告白した言葉の中には

”money”という単語がはいりこんでいる。”So, I say once again, give me 

main strength for my money”（449）.「わたしの好みをいわせてもらえ

ば，わたしは精一杯の力の方がよい。 j 町の人々も「時というものは，た

とえこの現世における出世と繁栄の媒介物と考えられようと，あるいは来

世への準備の媒介物と考えられようと，決してもてあそんではならぬもの

だという意見をもって」（451-52）いる。この意味ではこの物語は「宗教的

倫理としての時間」から「産業化された時間J へと読み替えられていった，

人々の時間の認識の変化を写し取っているといえよう。

「美の芸術家J における， FatherTime 「時の翁」の描写もまた，時間が

神の支配を離れ人の手に渡りつつあることを示している。産業化以前には，

時間は神の支配の象徴であり，時計は神のメタファーとして用いられてき

た(12）。そして時を擬人化した FatherTime 「時の翁J は，ルネッサンス期

以来，人の命を断つ鎌をもっ，畏怖される存在として描かれている。しか

し「美の芸術家J においては時間を支配すべき FatherTime 「時の翁」は

盲目の老人であり，時計師の助けを借りなければ，規則正しい時を刻むこ

とはできない（451, 457）。そして教会の鐘の音は，神をたたえるためでは

なく，時計師をたたえるために，鳴ることになるのだ（455) （問。

オーエンのもう一人の敵対者であるロノ〈ート・ダンフォースの時間観に

ついては，直接にこの作品の中には描かれていないが，「鉄の労働者」と呼
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ばれ，また炎のイメージをもつことからも分かるように，ロパートは産業

革命の象徴である。なにごとも量によって価値をはかるロパートの考え方

はまさしく，より高い生産性を追求し，物事を量で測ろうとするこの時代

の人々の強迫観念でもある。たとえばロパートは，自分の力を誇って「俺

はきみが奉公してたときから今まで、使ってきた力全部よりも強い力を大ハ

ンマーの一撃に込めているんだぜ。」と自慢するように（453），労働の結果

を質よりも量によって評価する。「わざわざ蝶をつくるために苦労する人聞

がいるとでも，思ってるのかね，どんな子供だって，夏の午後に20匹もつか

まえられるというのにさリ（470），「俺たちの友人オーエンがこの蝶のた

めに費やした五年間の骨折り全体よりも，俺の大ハンマ一一振りのほうが

もっと役に立っき J (472）と雄弁に語る。こうしたコメントにわたしたち

は大量生産の考え方を見ることができる。つまり量は，オーエンが手掛け

た蝶のような精巧な工芸作品の質をしのぐことができるという考え方であ

る。

工場においては，効率がまず最優先の項目であり，そこでは数値では換

算できない質よりも量的ノルマが重要視されている。ロパートの誇る力は

ピーター・ホーヴェンデンの時間と同様，産業革命のキーワードだった。

ルイス・マンフォードは産業革命における時間と力の重要な役割について，

このように論じている。

機械的仕事の二つの関数である力と時間とは，人間との関係において

は，目的の一機能に過ぎない。しかるに旧技術期［産業革命期］にお

いては，動力の増大と運動の加速度化それ自体が目的となり，いわば

人間への影響を考えずにそれだけで正当化される目的になってしまっ

た(14）。

このように，ピーター・ホーヴェンデンの時間とロパート・ダンフォース

の力を介して「商品化された量的時間」がこの作品のライトモチーフとな

っている（15）。

ピーター・ホーヴェンデン，ロノくート・ダンフォースとは反対に時間の

正確きに関心のもてないオーエンは，前近代的時間に生きている。効率を

(94) 



重視し，投資した労働時間にみあっ労働成果を期待するロパートとは対照

的に，客が減ったことを「結構な災難」と考えたり（452），採算を度外視

して銀のスプーンに風変わりな飾り書きを刻むオーエンは（455），ピータ

ーらの資本主義的時間にのらない時代遅れの存在である。家庭用の大時計

の修理を任きれれば，彼はそれを装飾的な時計に作り替えてしまい，その

大時計の文字盤に，踊っているか，あるいは葬儀に列している人形の行列

を配してしまうのだが（451）このような装飾的な時計は16世紀によく見ら

れた型ではあっても， 19世紀にはもはや時代遅れのものである(16）。この作

品が書かれた1843年には時計産業はすでに工場生産の段階に入っており，

安くて大量生産された，単純な木製の時計が出回り始めていた。小さな工

房で働き，まるで芸術作品であるかのように時計を扱うオーエン・ウォー

ランドは，このことからも時代遅れの人物としてとらえることができる。

産業革命前の時間は， トンプソンの言葉を借りるならば，それは課業志向

の時間であり，また真木悠介氏によれば祈りの時や夜明けの時といった固

有性，絶対性を帯びた時間であり，近代の時間認識のように「浪費」した

り「節約」することの可能なものではなかった（17）。これは商品化された量

的時間と対比きれる，質的時間であった。

もちろん産業化以前にも時間を量的にとらえることはきれていたし，産

業化以降にも質的時間は形をかえて存在するわけだが，産業革命以降にお

いて特徴的なことは，量的時間が支配的になって日常生活のレベルにもは

いりこむ程に全般的に展開し，商品のょっに切り売りされることの可能な

時聞が存在するようになったことだった。「時間を計ることなどにはまった

く無関心J で，機械の蝶の製作に繰り返し失敗し休止しながらも，春がき

て蝶が舞うようになるとまた製作に取り掛かるというオーエンは，産業革

命以前の自然のリズムにあわせた質的時間に生きている。時計が普及して

いなかった時代に，時を告げていた太陽のように，オーエンが「日光の使

者」（466）とされる蝶を製作しよフとするとき，それは太陽，ひいては神

が支配していた前近代的時間を再現しようとする試みではないかとも思え

てくるのだ。前近代の時間が過ぎる（flit）ように飛朔（flit）する，この機
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械仕掛けの蝶をながれる時間は，時計職人オーエンにとって，機械と前近

代との融合した時間であった。「刻々に過ぎゆく時が調和のとれた黄金の雫

となって過去の深淵にしたたりおちるよう」（451）にしようと試みた彼は，

築瀬氏が指摘するとおり，ここで自分の時間を芸術作品に仕立て上げたと

いえよう (18）。

この物語の最後では，「ピーター・ホーヴェンデンの物知り顔の表情をも

っ」とされるロパートの子供，老職人ホーヴェンデンの孫はオーエンの機

械仕掛けの蝶を捕まえ，粉々に握りつぶしてしまう。そして「彼［オーエ

ン］の魂は現実の味を深くかみしめていたj という，いきさか唐突で、暖昧

な一文で物語は終幕となる。そのために「美の芸術家J は，これまでさま

ざまな解釈を呼んで、来た。たとえばルイスはこの結末は決定的な解答を失

した，シニカルなだけの終末だとし，また Nina Baym は筋の展開と作者

の意図とが組踊をきたしているとして批判している（19）。しかし，この物語

を，今まで検討して来たよフな， 2 つの時間相の対立の物語としてみると

き，新たな解釈の可能性がみえてくる。

この「美の芸術家」において，オーエンと他の人々との聞にはさまざま

な対立項があり，読者はそれぞれの登場人物を類型化したい誘惑にかられ

る。たとえばロパートの肉体的力にたいして，オーエンの弱々しき，物質

的な富を追いかける町の人々と美を追求するオーエン，そして現実と理想。

Roy R. Male はこれらの二項対立にエマソン流のロマン主義的レトリック

を見いだしているが，一方， A. James Wholepart はこれらの二項対立は

この作品のなかで，ディコンストラクトされていると論じ，また Richard

Harter Fogle もまた，これらの対立は，しばしば複雑でP両面価値的である

と認めている（20）。確かにフォーグルやウオールパートが論じるように，こ

のような対立項目は複雑にからみあい，両面価値的であり，また両義的で

ある。その理由は，これまで検討してきたょっにこの物語が，時間の尊重

という徳目が宗教的倫理から利益の追求という功利的目的へと読み替えら

れていった瞬間を写しとっていることを考えれば納得できょう。本来対立

しているはずのものが読み替えられて収赦してゆくというパターンこそは
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このテクストの本質を構造化しているのである。

たとえば，この物語の主題ともなる”artist”といっ言葉は，時代の変遷

につれて読み替えられていった多義的な言葉である。 OED によると， 19世

紀には artist は mechanic, chemist の意味をもち，また17世紀においては

魔術とも関連のある言葉だった。現在使われている「美術作品を作る人」

という意味での「芸術家j の初出は1747年， 18世紀半ばからとなる（21）。実

際 artist としてのオーエンは，この意味の多義性を背負った存在である。

彼は時計職人であり，時計を修理する mechanic であり，彼が作る作品はア

ン・ホーヴェンデンにとっては「クイーン・マフゃの玩具」（460)' ピーター・

ホーヴ静エンデンにとっては「魔法がやどる作品J であり「悪霊が住んでい

る」（456）というものである。しかしこの多義性を背負った artist という

言葉は，後半部分においてオーエンが機械の蝶とい 7 美を実現したことに

よって，最終的に「芸術家」の意味へと収散されていく。

これと同様に，量的な商品化された時間と対立していたはずのオーエン

の時間も，物語の展開につれて変化が生じ，読み替えが行われていった形

跡がみえている。 3回目の失敗から立ち直り蝶を完成させたオーエンには，

時間認識のうえでこれまでと違う，大きな変化を認めることができる。失

敗から立ち直って蝶の製作を再開すると，オーエンはこれまでとは対照的

に死の恐怖に追い立てられるように蝶の製作に励む。

” Now for my task,” said he. ” Never did I feel such strength for it 

as now.” 

Yet, strong as he felt himself, he was incited to toil the more 

diligently, by an anxiety lest death should surprise him in the midst 

of his labors. (emphasis added) (467-68) 

オーエンのこの決意に対して，ホーソーンは幾世代にもわたる遠大な時間

の流れの中での一つの生命のはかなさを強調してみせる。
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……Should he [the philosopher] perish so, the weary ages may 

pass away一一一the world’s whole life-sand may fall, drop by dropｭ

-before another intellect is prepared to develope the truth that 

might have been uttered then. But history affords many an examｭ

ple, where the most precious spirit, at any particular epoch 

manifested in human shape, has gone hence untimely, without space 

allowed him, so far as mortal judgment could discern, to perform 

his mission on the earth. (467) 

このような記述に，時間と永遠の対立をみる批評家は多い仰）。しかし今ま

で述べて来たような， 19世紀半ばの歴史的文脈にてらしてみると，この記

述は前近代的時間に生きていたオーエンが量的時間へと移行して行く変化

を描写したものとしてとらえることができる。なぜならオーエンのこの態

度は，真木悠介氏が『時間の比較社会学』において考察するように「質的

時間の固有性と具象性から解き放たれた時間の観念は，さえぎるもののな

い無限へと伸長」し，「このように抽象きれ，それゆえに無限化された時間

の意識は，ひるがえってまた，われわれの生の時間を無限にみじかいもの

として感受きせ」ていくという変化をあらわしているからだ（23）。オーエン

が，自己の死によって，仕事が中絶するのではないかと恐れるとき，自己

の生が歴史の中のほんの一瞬のまたたきにすぎないことを感じるとき，彼

の時間認識はもはや時間測定に無関心な質的時間で、はなく，ロパートらの

量的時間へと読み替えられている。オーエンが，自己の製作した蝶にたい

して「でも，この蝶はいまの僕にとっては僕がはるか昔の青年時代の白昼

夢でみたときのそれとは違っているんだJ (471）とつぶやくこと，オーエ

ンの時間を実現したとも思われる蝶が，今のオーエンにとっては違ったも

のに感じられること，これもまた，オーエンの認識が量的時間となったこ

とで，以前の時間を違った視点でみていることの証左といえるだろう。
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オーエンの時間が質的なものから量的時間へと移行したことは，これま

で金銭の価値や経済活動というものに無頓着だったオーエンが，時間の有

限性に気が付いた後，自分の作った蝶の商品価値を認識するようになるこ

とからも裏付けられる。

There was, however, a view of the matter, which Annie, and her 

husband, and even Peter Hovenden, might fully have understood, 

and which would have satisfied them that the toil of years had here 

been worthily bestowed. Owen Warland might have told them, 

that this butterfly, this plaything, this bridal-gift of a poor watchｭ

maker to a blacksmith’s wife, in truth, a gem of art that a monarch 

would have purchased with honors and abundant wealth, and have 

treasured it among the jewels of his kingdom, as the most unique 

and wondrous of them all! (emphasis added) (473) 

自分の作った蝶が「有り余る富で購われるもの」だから「長年の労苦はこ

こにりっぱに報いられたのだ」と自覚するといつこと，それは自分がかけ

た労働時間に見合つだけの商品価値が，この作品に存在することを認識し，

量でしか理解することのできないピーター・ホーヴェンデンやロパート・

ダンフォースのコードで考えることができるようになるということを意味

する。アタリが分析するように，時間を測定することによって「秩序や労

働，生産，金銭といった概念は実際的かつ理論的に同一化していく」こと

になるからだ（24）。真木氏はまた，量的時間から質的時間への移行において，

個我の絶対化がおこる過程を考察している。

それはあの「等価のないものJ としての事物への執着からの解放と

いうことが一一すなわちひとつの共同態とそれをとりまく自然の固有

性にたいする「深い信仰J からの解放ということが，けっしてあらゆ
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るものからの解脱であることはありえず， じつは執着の個我自身への

凝集に他ならないからだ。場所や生活などの事物を「等価のないもの

（かけがえのないもの）」として信じさせる感情の力を失い，対象的世

界のすべてを交換可能な「たんなる景物J としてながめるということ

によって，じつはそのながめる主体としての個我が，唯一の「等価の

ないもの」として絶対化されているのだ。しかもその個我はその個我

自身を，無限の時間直線のなかの一点にすぎない存在として明噺に認

識している。抽象的に無限化する時間意識と自我の絶対性との矛盾一

一く死の恐怖〉とく生の虚無〉とは，近代理性のこの矛盾の表現に他

ならない（25）。

自分のつくる蝶が壊されることを「身の破滅」（456, 461）と感じいのち

にもかえられないものとしていたオーエンが，その蝶を「専制君主の財宝

によって購われるもの」と認識するとき，そこにみられるのは「等価のな

いもの」から交換可能な「たんなる景物」への意識の移行である。「以前と

は違ってしまったj のは，このような彼自身の蝶への認、識の落差なのだ。

時聞きえもが切り売りされる量的時間の世界と同様，「僕の心から出て行っ

てしまった」（475）という蝶は，いままでのオーエンにとってかけがえの

ないものだった以前の蝶ではなく，客体化され切り売りされてしまった時

間でもある。

このように考えるとき，作品の結末は暗示的なものとなる。

(100) 

And as for Owen Warland, he looked placidly at what seemed the 

ruin of his life’s labor, and which was yet no ruin. He had caught 

a far other butterfly than this. When the artist rose high enough 

to achieve the Beautiful, the symbol by which he made it percepｭ

tible to mortal senses became of little value in his eyes, while his 

spirit possessed itself in the enjoyment of the Reality. (emphasis 

added) (475) 



美を具現化した蝶を完成した芸術家としてのオーエンがみつけた「別の蝶J

とは，この意味では「等価のないもの」として絶対化きれる「自我」だっ

たのではないだろっか。そして彼がここでや倍ったのは，無限化きれる時間

意識の中で一点の存在でしかない自我の孤独で、あり，さらには「彼が魅入

られた」という自我の”Reality”だけが唯一，この量的時間の世界におい

て，絶対化きれうるのだということではなかったか。すべてが商品化され

ていくジャクソン時代において，時代遅れの時計職人であったオーエンが

蝶を完成することで見つけだしたものとは，何物にも屈せず等価物のない

ような芸術家の「自我」だったのではないだろうか。

” The Haunted Mind，，において，不思議な夢の世界を経験した語り手が

結局，時計の支配する日常の時間の世界へ戻ることがホーソーンの用意し

た結末であったように，オーエンもまた，美を具現化した蝶を完成させて，

芸術家としての＂artist”となるためには，前近代の時間から抜け出て，時

計の支配する量的時間の世界へと移行しなくてはならなかった。しかしそ

の中でオーエンは，ピーター・ホーヴェンデンやロパート・ダンフォース

の決して見いだすことのなかった芸術家としての「自我」のリアリティを

感得することになるのだ。このように，自らの作った時計という道具によ

って支配されていく社会に，自らの創造物を対峠しようとした時代遅れの

時計職人の，このパラドキシカルな葛藤の物語を通じて，私たちは19世紀

半ばに起き，近代にまで引き継がれていった時間概念の変容の問題に気づ

くことカfで、きる。
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析する試みで，プーレや R. W. B. Lewis, F. 0. Mathiessen, Robert 
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